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し聞とにモり間てのちと十
ていrニヤつは聞昔よで分不な
喜てわ人モた妙くばうあで満い
ぶくたのヤけなよなどるもや　oそ　だ　し　言舌力ぐを　も　う　し　そ　　o

贈蝶難議
る一こにんも分なをが
。ととブでらの心か祖
　’をチしう思でが父
　涙　’ままといあやや
　をよけう心のるか祖

こ三やで
　　’は

灘
　
聞 二の
　い十く
　て分り、
　やでご
　る　も　と

充す
分

信邪でるてくま
濃にてと　お発し

椴8趨粋に域似度手す　’っ
へた近足　。信つ

鎌舗3雌注ち　と　熱褐が流夢丙

鵠鶉離量血にまじ湿ぎ極期　忌
　　’疹さ限に
　。風がれ　し多

あ筆　　たほ　　郭　　値　　み
り頭筆者ろ　　公　　上　　ど

越薯垂瞥総　渓濫
んあが頭の　　く　　論　　し
Qる死者仰　　や　　じ　　ひ
　こ　亡　と　ぐ　　　f非　　　季直　　　デ

　としいや　　画　　人　　深
　にたい新　　の　　畦　　き
駐享羅　擁　笠　電
　わて　。し直う時つ迫き涼
　り　も　　の　　　　　　　　　合
　が　’　月彦　　習　　風いヂ

す毒　縞　警　藍　甕
　や　　　の　　　の　　　れ　　　た
　わ　　病　　消　　ば　　る
　ら　　ん　　え　　心　　腕
　び　　で　　　し　　に　　を
　の　　冷　　早　　生　　投
　む　　　た　　　さ　　　き　　げ
　し　　き　　や　　る　　出
　ろ　　地　　夜　　　五　　す
　ま　　の　　’べ　　合　　五
　わ寂匂深のと庵泥月海　し　　　　い　　　　ノ風　し　　　　　　カ・

　F子　　雪　　子　　児な人

なエ
　ン
　ジ
　ン
　の
　音
　ひ
　、、

　か
　せ
　て
　田鳴
　植
　　』　か石

た注
　立→　’題、
週す
間る
前と
後と
にも
こ　に
の　　、

様河
な原
嚢倉
に　　っ

代推美光イ　喜
子基子夘子…
三三≦≧全三≧三主三≧

∈∋、5吾召5む
長倉　｝一田　f・小
野　　　日　　　日

県俣町中町原

癖斤新粛新蘭謝謡讐鼻岳責轡譲桀氏露

1灘雛砂1　竃搬轡二声全

　　　　　　　煙軒雄男三溝鞍　往

　　　　　　　田田堕倉丘倉芋部来
　　　　　　　中沢中越俣山山俣川落

1撫艦騰謬文や気収たであ玄の得紙　な

て　＿
し、　＝
　＿　　一

ま面
すか
のら

診な
断り
をま
受　し

けた
　hて　り
下す
さ　み

いや
。か
　に
　医
　師
　の

ツヨ太治明　ト好カ
ヤキ郎一子シーツ操
　　　　　　＿＿＿年穴穴宍西（宅六七二一一七九〇〇七〇六）　）　）　）　）　）　）　’）　）　　A

　小芋宮田程本小芋部桂　　　　　　　　　屋

　出川中中島敷原川落

鰍饗醸欄桀講癖緬縮1瀟
　　　　　　　　　名天　　　　　　　　小
　　　　　　　　　　　購出出獣翻
　　　　　　　　　　　ユ　　寓　　　タ　　ヤ
　　　　　　　　　　　キー美和ツ悦ス貞
　　　　　　　　　ロ　　子男江人工夫工徳
　　　　　　　　　　　全三≧三三e三≧全…≧西
　　　　　　　　　　　ごδξ5∋ε聖9　　　　　　　　　　　吉芋角角樗禽桂
　　　　　　　　　　　町沢間間町山町

数こ以どなま記切シ品たよ収か
ごえ　ドにつで載手ヤな事つ人ら
とるの記てはし”　ツどにて印で
にもも載い印てと券のな自紙す
辛解讐雛賂魯鋼凝円一五あ　oが金れビ券すにつ書
楯薩鵯瀕高，悟講群
り又　o額はら六品券品品が印成
まは一が商な百券は券券納すし
すそ千一一品い円な　．．　”めるた

o羅罐驕朧7騒暫

昭和50年6月15日とさかな（1鼎，轟欄、1）1）第227号

　　　§、月1日．現在
　　　　　　

人ll7，298（十13）

一引1零，5蜘 4）

　　女’　　　3，702　（十　9）

雌薪1亟3（二1〉

カッコ内は前月との比較

磐幅溢一塾坐i塑遡’堂蛎曇｝｛　　　第227号

　発行所
　新潟県中魚沼郡

　中里村公民舘

　毎月1回15日
　定価　1部　5円

「
な
る
ほ
ど
な
あ
」
。

農
業
委
員
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統
一
選
挙
投
票
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
五
日
に
決
定

　
第
九
回
農
業
委
員
統
．
選
挙
は
ヒ

月
卜
．
κ
日
へ
火
》
に
実
施
さ
れ
る
事

が
決
定
し
ま
し
た
。
昭
和
．
．
卜
六
年

K
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
て
か
ら
。
．
．
年
毎
に
統
．

選
挙
が
行
わ
れ
、
選
ば
れ
た
農
業
委

員
を
中
心
と
し
た
委
員
活
動
は
地
域

農
業
、
農
政
の
た
め
こ
れ
ま
で
重
．
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
、

　
今
日
の
農
業
の
お
か
れ
た
厳
し
い

成
人
式
案
内

1
7
月
1
6
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総
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セ
ン
タ
ー
で
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恒
例
の
成
人
式
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へ
，
年
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し
月
レ

六
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午
前
九
時
半
よ
り
総
へ
・
セ
・
、
ノ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
い
へ
，
年
度
の
対

　
総
合
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
ブ
ン
し
て

か
ら
．
．
ケ
月
が
経
過
し
ま
し
た
い

五
月
末
日
迄
の
利
川
状
況
は
．
五
八
団

象
者
は
昭
和
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年
4
月
2
日
～
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和

訓
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4
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家
へ
帰
っ
て
み
ん
な
に
話
し
て
や
ろ
う
か
な
あ
1
図
書
室
を
利
用
す
る
小
以
子
王
ー

踏
敷
訣
儀
臓
況

尚
体
』
ハ
6
名
謝
状

月
、
一
．
．
八
団
体
、
．
○
．
．
．
用

八
名
V
．
六
．
五
八
名
の
利
　
　
d
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禾

川
者
を
．
五
月
末
の
人
口
で

み
ま
亥
村
民
・
～
一

七
人
に
．
人
の
契
・
い
で
タ

利
川
し
た
事
に
な
り
ま
す
　
　
、
ノ

．
日
に
最
も
多
く
利
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

れ
た
の
は
、
団
体
で
は
四

団
体
・
人
数
で
は
6
七
合

名
と
な
っ
て
い
享
。
各
総

月
の
対
象
別
利
用
状
況
で

は
、
四
月
は
、
幼
児
小
学
生
一
団
体

二
〇
名
、
青
少
年
四
団
体
一
、
西
名
、

老
人
一
団
体
一
七
四
名
（
敬
老
会
）

　で’
1〔役般
月場六‘こ　ノk　卜耳

は団体
レ￥体二
少九九
年し1〔
　名名

4、5月の報告から

公
庁
関
係

　
　
　
　
　
．
羽
本
．
．
五

　
　
　
　
　
　
ー
f

六
名
、
婦
人
一
団
体
七
〇

名
、
成
人
．
団
体
ヒ
名
、

．
般
二
団
体
、
モ
一
名

役
場
一
四
団
体
五
一
．
西
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

結
果
か
ら
も
わ
か
る
様
に

団
体
と
し
て
の
利
用
は
あ

る
も
の
の
個
人
と
し
て
の

利
用
、
例
え
ば
図
書
室
で

あ
る
と
か
、
ロ
ビ
ー
の
利

用
等
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
以
上
が
過
去
ニ
ケ
月

に
わ
た
る
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
で
す
。

　
六
月
に
人
っ
て
か
ら
は
連
日
小
学

生
が
訪
れ
、
読
書
や
宿
題
に
図
書
室

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

情
勢
と
農
業
委
員
会
の
も
つ
任
務
を

ふ
ま
え
る
と
、
へ
・
回
の
統
一
選
挙
は

い
ま
ま
で
以
L
に
重
要
な
意
義
を
も

つ
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

村
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
も
と
よ
り
、

住
所
が
な
く
と
も
本
籍
の
あ
る
人
な

ら
ば
参
加
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
希
望
の
有
、
無
に
つ
い
て
は

近
日
中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
の
照

会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御

協
力
の
程
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

又
、
こ
の
照
会
と
同
時
に
村
内
在
住

者
に
対
し
て
は
、
郡
市
社
教
振
興
会

青
少
年
部
会
で
実
施
す
る
「
新
成
人

の
生
活
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
」
が

行
わ
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
尚
、
当
日
の
受
付
は
八

時
半
か
ら
九
時
半
ま
で
。
受
付
が
済

み
次
第
、
式
典
に
は
い
り
ま
す
。

公
開
ケ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
研
究
会

－
郡
市
保
護
司
会
で
i

　
犯
罪
防
止
を
目
的
と
し
た
公
開
ケ

ー
ス
研
究
会
が
次
の
通
り
開
か
れ
ま

す
。
一
般
の
方
々
の
参
加
を
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

一
、
期
日
　
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時

一
、
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
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抱

負

　
山
々
の
残
雪
も
消
え
、
若
葉
の
緑

も
一
層
目
に
鮮
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
よ
う
や

く
田
植
え
も
終
り
、
ホ
ッ
ト
一
息
つ

い
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
中
里
村
青
年
会
で
は
五
十

年
度
定
期
総
会
も
終
え
、
新
役
員
の

決
定
と
共
に
今
年
度
の
活
動
の
ス
タ

ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
村
内
の
若

者
と
仲
問
に
な
ろ
う
。
道
で
合
っ
た

ら
「
ヨ
ォ
ッ
」
と
気
軽
に
声
を
掛
け

合
え
る
、
そ
ん
な
仲
聞
作
り
を
め
ざ

し
て
、
登
録
会
員
数
．
白
名
を
目
標
に

し
て
活
動
に
人
っ
て
い
ま
す
。

青
年
会
内
部
に
も
サ
ー
ク
ル
活
動
が

｛疋

着
し
、
現
在
六
サ
ー
ク
ル
が
活
発

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

中
里
村
青
年
会
長

　
　
　
　
村
山
　
和
政

　
そ
の
内
訳
は
料
理
サ
ー
ク
ル
、
ダ
ン

　
ス
サ
ー
ク
ル
、
学
習
サ
：
ク
ル
、
ギ

　
タ
ー
サ
ー
ク
ル
、
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
サ

　
レ
ク
ル
、
山
の
会
サ
ー
ク
ル
（
サ
ー

　
ク
ル
わ
ら
っ
ち
ょ
）
の
六
サ
ー
ク
ル

　
で
す
。
又
、
現
在
結
成
さ
れ
つ
つ
あ

　
る
写
真
サ
ー
ク
ル
を
入
れ
ま
す
と
非

　
常
に
多
種
多
様
、
色
々
な
性
格
を
も

　
っ
た
グ
ル
ー
プ
活
動
が
で
き
る
と
思

　
い
ま
す
。
又
、
新
サ
ー
ク
ル
結
成
の

　
要
望
が
あ
れ
ば
サ
ー
ク
ル
結
成
に
全

　
力
を
つ
く
す
用
意
も
あ
り
ま
す
。

　
又
、
村
内
は
も
と
よ
り
近
隣
市
町
村

　
の
各
団
体
と
も
交
流
を
深
め
、
積
極

　
的
に
色
々
な
問
．
題
を
考
え
、
活
か
し

　
合
い
、
自
分
達
だ
け
で
解
決
し
よ
う

　
と
せ
ず
、
色
々
な
人
達
の
意
見
を
聞

　
い
て
人
間
的
に
豊
か
な
面
を
そ
な
え

第
三
回
郡
市
婦
人

　
　
　
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
か
る

　
第
L
上
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
の

行
事
と
し
て
去
る
八
日
、
第
．
．
両
郡

市
婦
人
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
川
西

町
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

中
里
村
チ
ー
ム
は
第
一
試
合
で
川
西

A
チ
ー
ム
と
対
戦
。
第
一
、
第
ニ
セ

ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
2

1
1
1

5
、
21
－
17

の
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
っ
た
が
、
第
二

試
合
の
津
南
B
チ
ー
ム
戦
、
第
三
試

合
の
十
日
町
A
戦
に
連
敗
。
対
戦
成

績
を
一
勝
二
敗
と
し
、
五
位
に
と
ど

ま
っ
た
。
今
大
会
の
成
績
順
位
は
次

の
通
り
。

　
優
勝
　
十
日
町
A
チ
ー
ム

　
　
　
位
　
津
南
A
チ
：
ム

　
　
　
位
川
西
B
チ
ー
ム

　
　
　
位
　
津
南
B
チ
ー
ム

な
お
、
六
月
二
十
一
日
の
土
曜
日
よ

り
毎
月
第
一
、
第
三
土
曜
日
を
練
習

日
と
し
、
田
沢
中
体
育
館
で
七
時
半

か
ら
九
時
半
ま
で
練
習
い
た
し
ま
す

の
で
多
数
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
案
内

い
た
し
ま
す
。
対
象
者
は
既
婚
婦
人

で
す
。

た
若
者
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
又
、
村
民
の

皆
様
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
皆

様
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
行
事

を
い
く
つ
か
行
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
事
を

深
く
御
利
解
の
う
え
、
今
年
も
中
里

村
青
年
会
を
盛
り
立
て
て
下
さ
い
ま

す
よ
う
村
民
の
皆
様
の
一
層
の
御
協

力
、
御
指
導
を
お
願
い
し
、
簡
単
で

琳
誇
警
縷
雛
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
去
る
五
月
十
四
日
の
定
期
大
会
で

左
記
の
通
り
新
役
員
が
決
定
し
ま
し

た
。
副
会
長

　
井
之
川
求
（
上
山
）

　
古
高
　
　
稔
（
朴
木
沢
新
田
）

　
江
．
口
　
節
子
（
干
溝
）

事
務
局

　
早
川
　
一
晴
（
田
　
中
）

　
　
　
　
　
亀
9
亀
3
篭
2
亀
3
亀
9
亀
3
蓄
9
垂
・
，
亀
3
亀
9
垂
一
…
3
亀
9
亀
3
亀
9
亀
3
亀
の
…
3
亀
9
亀
3
亀
の
…

健
康
家
庭
表
彰
さ
れ
る

　
去
る
六
月
十
三
日
、
保
健
課
で
選

ん
だ
昭
和
四
十
九
年
度
健
康
家
庭
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
健
康
家
庭
の

選
｛
疋
基
準
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加

入
世
帯
で
あ
っ
て
、
加
人
者
が
二
人

以
L
い
る
事
、
医
療
費
の
か
か
っ
た

額
が
一
人
当
り
千
円
以
内
で
あ
る
事

保
険
料
が
完
納
さ
れ
て
い
る
事
及
び

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
や
予
防
接
種
等
を

積
極
的
に
受
け
、
衛
生
思
想
の
良
好

で
あ
っ
た
世
帯
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
被
表
彰
世
帯
は
次
の
二
五
世

帯
で
し
た
。
世
帯
主
氏
名
（
部
落
）

村
山
治
、
服
部
和
一
（
田
沢
）
服
部

上は健闘する中皇チーム　下は豪彰式のもよう
　　　　　　　　。　　　婁　一撤　　雛

国
民
年
金
の
は
な
し

　
　
1
再
開
五
年
年
金
の
さ
か
の
ぼ
り
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

　
再
会
五
年
々
金
は
、
加
入
し
た
月

か
ら
五
年
間
保
険
料
を
納
め
、
六
五

才
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
老
令
年
金
を

支
給
す
る
制
度
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
制
度
に
加
入
し
た
人
は
高
齢
の
た

め
、
五
年
間
の
保
険
料
を
納
め
終
っ

た
時
に
は
す
べ
て
の
人
が
六
五
才
を

．
越
え
、
な
か
に
は
老
令
福
祉
年
金
の

支
給
が
始
ま
る
七
〇
才
を
こ
え
る
人

も
で
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
人
に
一
日
も
早
く
年
金
を
支
給
す

す
る
前
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
保
険

料
を
納
め
る
事
が
で
き
る
仕
組
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
に
ょ
り

保
険
料
を
納
め
る
と
、
明
治
43
年
7

月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
今
年

の
7
月
分
か
ら
、
そ
の
他
の
人
は
六

五
才
に
な
っ
た
翌
月
か
ら
老
令
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
さ
か
の
ぼ

り
保
険
料
は
一
ケ
月
九
百
円
で
、
納

め
る
事
が
で
き
る
の
は
6
月
30
日
ま

で
で
す
。
ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
は

、
　
期
限
内
に
納
め
て
下
さ
い
。

勤
（
東
田
沢
）
、
小
柳
福
一
，
（
如
来

寺
）
、
樋
ロ
キ
ヨ
シ
、
樋
口
、
一
作
（

干
溝
）
、
上
原
正
夫
（
通
り
山
）
、

富
井
宗
五
郎
（
市
之
越
）
、
外
山
新

吾
（
鷹
羽
）
、
清
滝
宗
平
（
東
田
尻

）
、
桑
原
秀
治
、
滝
沢
繁
久
（
角
間

）
、
山
田
友
治
（
倉
下
）
、
山
本
荘

藍
監
▼
』
　
　
～

平
、
藤
ノ
木
伴

成
、
山
本
進
あ
ハ

（
小
出
）
、
南

雲
正
平
（
芋
川

、
高
橋
太
一

鈴
木
重
雄
（
原

町
）
、
高
橋
悌

二
郎
、
大
島
今

朝
一
（
新
里
）

鈴
木
寛
一
郎
、

滝
沢
ス
ヅ
エ
（

重
地
）
、
滝
沢

ハ
ッ
イ
（
田
代

）
、
徳
井
田
宋
一

（
堀
之
内
）

　
失
い
か
け
た
あ
な
た
の

　
　
受
給
権
を
確
保
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
老
令
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
り
、

免
除
を
受
け
た
り
し
た
期
間
が
25
年

以
上
（
生
年
月
日
に
よ
り
10
年
か
ら

24
年
に
短
縮
さ
れ
る
）
あ
る
事
が
必

要
で
す
が
、
保
険
料
は
納
期
限
か
ら

二
年
経
つ
と
時
効
と
な
っ
て
納
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
長
期
間
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
の
な
か
に

は
こ
の
様
な
人
が
で
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
12
月
31
日
ま
で
な
ら

こ
の
時
効
と
な
っ
た
未
納
保
険
料
が

納
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
一

ケ
月
九
百
円
（
た
だ
し
48
年
3
月
分

ま
で
の
強
制
加
入
期
間
に
限
る
）
で

す
。
受
給
権
を
確
保
し
て
い
な
い
人

は
こ
の
特
例
納
付
を
す
る
こ
と
で
受

給
権
が
得
ら
れ
ま
す
し
、
又
、
受
給

権
を
確
保
し
て
い
る
人
で
未
納
期
間

の
あ
る
人
も
、
未
納
期
間
を
穴
埋
め

す
る
事
に
よ
り
満
額
の
年
金
を
受
け

る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ

な
た
の
受
給
権
を
確
保
さ
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
つ
い
て

　
家
庭
が
苦
し
か
っ
た
り
、
災
害
や

失
業
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、

保
険
料
を
収
め
た
く
と
も
納
め
る
事

が
で
き
な
い
人
に
は
保
険
料
を
納
め

る
事
を
免
除
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
た
と
え
事
情
が
あ
っ

て
保
険
料
を
納
め
る
事
が
で
き
な
い

場
合
で
も
免
除
の
取
り
扱
い
を
す
る

事
で
未
納
期
間
と
せ
ず
、
将
来
、
年

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
配
慮

か
ら
設
け
ら
れ
た
仕
組
で
す
。

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
手
続
き
を

し
た
う
え
で
基
準
に
あ
て
は
ま
る
か

ど
う
か
の
審
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
怠
っ
て
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
も
あ
り
ま
す

の
で
十
分
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

年
間
を
通
じ
て
免
除
を
希
望
す
る
人

は
早
目
に
（
七
月
末
が
期
限
V
手
続

き
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
尚
、
免
除

を
受
け
た
期
問
の
年
金
額
は
保
険
料

を
納
め
た
場
合
の
吉
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
免

除
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
で
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
事
の

で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
詳
し
く
は
年
金
係
へ
）

嵐
が
一
年
も
紡
，
い

大
風
の
後
た
例

』
よ

‘
　
‘

は
な
い

必
ず
き
れ
い
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襟舞紬の　警発。難
1。1鍵実知繋1
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7　来
月た昭31る和　　　亡
日　7　五　　　’巳5、

午月＋　れ
後29年
5日度　ず時午の
ま前循　　に
で8環男晴鰻．循
雀書馨つ環

れしい地おけの設
誌鰐錆警転
耀灘雛鴇箸なけ　’地とをり合　に
おれそ区こり県に
’壁の域ろな知も　っ
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書爵濠糞毒隻裏鑑て
ずら外て興て受法
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わに催月申た処以十行に
せつ）の請し理上分為転
ていに農さてのの注の用
下て諮業れお関許意停し
さはり委たり係可し止た
い農ま員もまか患てを場
o業す会のすら請下命合　委　。＿に　。毎書さぜ　’
　員そ毎つ二日のいら工
　会の月い十二締　oれ事
　に他下て日十切　　まそ
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　合細開のにい務　　での

ん象な彙ん転人集　　　　で建け霧吹書の

錦耀酸矧　　　礪鷲く舞いに　　出え仏ぬ　　　　　　　　借火ず　　の
。柳　　入　。だ　。　　　　　　　　　金事み　　な
　’　　口　　　ん　　　　　　　　　　　　　はにが　　　ら
　斗ヒ　　　を　　　　）　　　　　　　　＜＞　　　〈＞　　　亡二　な　　し　　　　な

　に　　あ　　の　　あの尺は花　　びる　よ　　い
　桐　　け　　前　　がシと早の　　る　oん　　年

毒鱒鰯饗嬉蓋　る　　ら　　も　　の迄頭　○人　　が　　か　　が

い才で　検
毛蕪ま診
扉辛享し
年以　。
終下対　よ
τ鴬．
たとは　つ
国な満
’つ四

背七
き月
動中
馨予に
蒙定お
、　納忘

ま税れ
皇第な

と一く
、1期

よ分

児れは必　1．i体
童てそ要フと　’児
らいのでになも童
がる手あ対ろしがそも続るすう　く　自
ののきがるとはら
頁重乞書盆著¢事
とのて少のに　1ん
犠欝悪％重
のきが十表のメつ
自は行字示グンの覚　’わでがルバ団

青磁麹繊藤難県
雀　謹禦騨肇毛撫勢

か資

ぽを憲肇鶉
れし減中悩
てて少の卒
い死し発中
ま亡た生特
す原と及別
。因いび対
当の　う　そ策

昌㌧齢妻
尿プのよの
検にいる結
査あぜ死果

翻
．
動
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　に予準め1・ま六事
　な定額て一す月に
　つ納がr日の中な


